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台風や地震などの自然災害については、対
策を学校で教わったり、避難袋や防災訓練
で備えていますよね。一方、がんは生涯で
２人に１人がなる病気なのに、そういう準
備はしてないと思います。

実は、がんの有病者の 1/3 が現役世代で
す。働きながら、がん治療をしている方は、
今後ますます増えると予想されます。がん
告知に直面して、仕事どころではないと、
びっくり退職してしまう方も。普段からの
備えがないと、貴重な人材を突然失ってし
まうリスクがあります。

そうですね。いざという時に慌てないですむ
よう、そして貴重な人材を活用できるよう、
あらかじめ準備をしてほしい、それが企業の

「がん防災」です。とはいっても難しいことば
かりではありません。本冊子を読んで、で
きることから始めましょう。

先生、「がん防災」とは、どういう意味ですか？

確かに怖い病気ですが、
企業経営に何か関係あるのでしょうか？

そういえば、知り合いの経営者の話ですが、ベテ
ラン社員が突然退職してしまい、納期が厳しく苦
労したという話を聞いたことがあります。

は じ め には じ め に
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本冊子について：
2024 年 6 月時点の出典情報に基づき作
成したものです。今後の制度の変更や医
療の進歩により、推奨される内容に変更
が生じる可能性があります。
本冊子で使用する「社員」は必ずしも正
社員だけを示すのではなく役員や非正社
員も含む概念として使用しています。
本冊子は、どなたでも読んでいただける
冊子ですが、主に中小企業を経営する方
を想定しております。

企業「がん防災」の意義

企業「がん防災」実践編

がん専門医
押川勝太郎先生

がん防災.は登録商標です。

産業医
武藤 剛先生

経営者



企業「がん防災」実践編1 あらゆる企業にがんは影響する 企業「がん防災」の意義
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健康に気を付けて
いるので大丈夫

痛みがでてから
病院にいけばよい

がんは「高齢の方がなるもの」というイメージに対し、実際には
がん患者（有病者）の約3人に1人は現役世代です。（1）

また、40代以上の死因の１位はがんです。（2）

がんになってから２割の方が退職をするといわれます。
しかもその約半分が、治療開始前の「びっくり退職」です。（1）

これは経営者や当事者も「がん＝死」との誤解から起きるもので
正しい知識にアップデートすれば、人材を失わずに済みます。

社員が突然がんになる現実

がんは現役世代にも関係があります

「がんの誤解」をなくしましょう

生涯でがんになる確率は

2人に1人

備え不足から貴重な人材を失うリスク

びっくり退職を防ぎましょう

医療の進歩で就労継続は可能に

有病者の年代（１）

（15〜64歳）
現役世代

29%

65歳以上

自分だけはがんにならない、自社の社員だけはがんにならない、というのは
誤解から来る思い込みです。

がんの生存率は急速に伸びています。
また医療の進歩と共に通院で受けられる治療が多様化し、
働きながら治療を続けられる方も多くなっています。

出典（１）：公益財団法人がん研究振興財団「がんの統計 2023」
出典（２）：人口動態統計月報年計（2021)

出典（１）：国立がん研究センター「患者体験調査報告書 平成 30 年度調査」
出典（２）：厚生労働省「がん患者・経験者の治療と仕事の両立支援施策の現状について」（2020 年、2016 年）
出典（３）：がん情報サービス「地域がん登録によるがん生存率データ」5 年相対生存率（1993 年〜 2011 年診断例）
出典（４）：厚生労働省「患者調査」

遺伝によるがんは全体の5～
10％といわれます。がん発生
は偶然の要素が大きいのです。

生活習慣の改善でがんのリスクを
下げることは可能です。しかし、
タバコを吸わなくてもがんになる
ことも。100% はありません。

早期のがんには自覚症状があり
ません。自覚症状が出たときに
は進行してしまっている場合が
あります。

がんの３大誤解

がん家系ではない
ので大丈夫

治療に専念
するために
退職しました

え？!!!!

びっくり退職

1993～1996年診断

2009～2011年診断

1996年

2020年

がん治療をしながら就労している人（2）

5年生存率（全がん種）（3） がん患者の入院外来比率（4）

64.1%

入院

53.2%

外来（通院）

44.8万人
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2019年
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企業「がん防災」実践編2 「がん防災」企業経営への効果 企業「がん防災」の意義
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出典：経済産業省経済産業省 商務・サービスグループ　資料「健康経営優良法人　2018 中小規模法人部門について」より

人を大切にする企業が選ばれる時代に

人材の確保に必須「治療と仕事の両立支援」

適切ながん対策で、 健全な経営を

両立支援がもたらすプラスの影響
「大企業のように安定した採用ができない」「給
与面でとても競争できない」「社員が高齢化し
ている」「離職率が高い」と人材確保に悩まれ
ている経営者が増えています。

企業のがん対策は、がん以外の私傷病（脳疾患、
心疾患、糖尿病など）をもつ社員への対応も可
能にし、さまざまな効果が見込めます。

一方で就活生は企業に、給与水準よりも「健康・
働き方への配慮」を求めています。こうした
希望を満たすことは、採用だけでなく社員の定
着にもプラスの効果があります。

適切ながん対策「４つの効果」

早期発見
早期治療

びっくり退職
の阻止

企業風土の改善

定着率の向上

定期健診後の再検査、再検査
費用を全額補助する制度で再
検査を促しています。補助に
より結果も共有できるように
なったのでリスク管理にもつ
ながっています。

現場で抱えるのは大変。
相談窓口を設置して、いつ
でも気軽に相談してもらえ
る体制にして離職を防いで
ます。

雇用パターンは10種類以
上用意しています。
なぜなら、がん治療を含め
た様々なライフイベントで
も働き続けられるようにす
るためです。

両立支援を実施している経営者の声

国や行政もがんおよび両立支援に対する施策を
導入しています。積極的に活用し、御社の経営
基盤を強化しましょう。

〔行政の取組み〕 治療と仕事の両立分野

建設業
社員 約230名

広告業
社員 約40名

IT企業
社員 約110名

2016年の改正がん対策基本法では、「がん患者の
雇用継続の配慮」が企業の努力義務となりました。
厚生労働省も、病気と仕事の両立を支えるための

就活生の意識 親の意識

1位

2位

3位

就活生が就職したい企業 就活生の親が就職させたい企業
（複数回答、上位３つ） （複数回答、上位３つ）

雇用が
安定している

給与水準が高い　

福利厚生が
充実している

従業員の
健康や働き方に
配慮がある

企業理念・使命に
共感できる

従業員の
健康や働き方に
配慮がある

「医師による意見書」を新たに 2018年から導入。
さらに、2019年施行の働き方改革も含め、治療
と仕事の両立の制度化が着々と進んでいます。
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人材投資で採用と定着率の向上

株式会社 昭和電業社   両立支援の取り組みについて 社長インタビュー

●御社は90年以上の歴史をもちながら、社員の平
　均年齢が32歳とのこと。どのような採用を？

当社も古い体質でしたが、それでは先細りにな
ると思い、採用方法を10年前に大きく変えま
した。採用サイトも利用し、社屋は令和元年に
リノベーションし、社内の若い雰囲気をホーム
ページなどでも発信しています。面談は１階の
休憩室にも使える明るいオープンスペースで実
施したり、同じ世代の社員を同席させたりする
などの工夫をしています。来年度も新入社員が
３名入る予定ですが、この業界ではなかなか新
卒採用が難しく、異例だとメーカーの方にも驚
かれています。この業界では最も若い社員が
40代というのも珍しくないです。
ただ、採用だけでなく定着率を上げることが重
要です。採用・育成して会社を担う人材になっ

です。今、社員同士の 1on1 ミーティングの
導入を進めています。まだ道半ばですが、定期
的な実施により、新たな業務開始時にスムーズ
な意思疎通ができるようになったと感じていま
す。また会議にも若手に参加してもらい、会社
の方向性や私の考え方を直接理解することで、
指示待ちをせずに自分たちで進められるように
なったとも感じます。情報を共有し、だれにど
のような質問もしてもよい、という雰囲気をな
るべく作っています。
昔は上意下達が当たり前、風通しもよくない面
もありましたが、徐々に変化させています。ど
の経営者も会社の存続を願いますが、世の中の
変化に合わせて変わるのでは遅いと思っていま
す。例えば10年間何も変えず、切羽詰まって
から一気に組織を変えるのでは、失敗する可能性
が高い。先取りをしながら徐々に変わっていく
ことが重要だと思っています。社員に若手が増
えたことでの改革のしやすさも事実で、好循環
になっていると思います。

●健康管理や両立支援のために実施されていることは？

健康診断については、100％受診です。当社は、
修理などのために出張に出てしまう社員が多い
ため、検診車を８時半に呼び、出張予定の社員
から先に受診する工夫をしています。内勤が最
後で10時頃には全員の受診が終わります。ちょ
うど11月ごろのタイミングの実施で、インフル
エンザのワクチンも希望すれば会社負担で接種

てもらう、それが経営の要だと思っています。

●企業の悩みの種「若手の定着」はどのように？

基本給だけでなく今の若い人たちにあった働き
やすい環境が必要になってきます。
先ほど述べたリノベーションのように、ハード
面の投資と併せて研修にも力を入れています。
当社の仕事は比較的手順が決まった業務が多
く、それ以上の成長をどこで感じてもらうかは
大切です。メーカー研修に参加する他、全社で
新規事業を考える研修や福利厚生の一環として
キャリアカウンセリングも外部のキャリアコン
サルタントを招いて実施しています。３年でや
めるかもしれないのに研修なんて、という風潮
もありましたが、先に信じて実施することが大
事だと思います。おかげさまで30歳前後の
リーダークラスが育ってきています。
また、有給休暇もしっかり消化できるようメッ
セージを発信しています。好評だったのは（本
人の）誕生日休暇です。若手にあわせて導入し
ましたが中堅層も喜んで活用しています。
繰り返しになりますが、計画的な採用の継続は
とても重要です。人材への投資は、短期的に考
えるとコストに見えますが、この若手が10年後
20年後会社をリードする人材になると思えば、
十分価値のあるものになります。発想の転換が
大事だと思っています。

●それらの施策は、経営にとってはどのような意味
　がありますか。

社員が気持ちよく働きながら成長してもらい、
結果として生産性が上がり成果を出してもらえ
ることが何よりです。
生産性をあげるための一つのカギが「自主性」

可能にし、協会けんぽからのフォローアップも
受けております。
両立については、比較的若い社員が多く、私傷
病の問題はまだこれからです。一方で産休・育
休は増えています。育休は長いので、職場での
対応も工夫が必要で決して容易ではありません。
でも長期的にはその社員が戦力になるのを期待
しています。また、今後、介護や私傷病の休職
は増えると考えて、多能工という考え方を導入
しています。誰でもができることではないです
が、ポテンシャルのある社員には挑戦してもらっ
ています。社員の中にはこの変化に反発を感じ
たり戸惑ったりする者もいると思いますが、将
来を考えて早め早めに手を打つのは経営者の責
務です。

●今後についてのお考えをお知らせください。

私たちの改革はまだはじまったばかりです。先
輩経営者が健康経営を導入されるので、それも
検討したいです。また社員の心身両面からの支
援をどうにか拡大したいです。中小企業ですか
ら、社員はどこかで将来の不安を感じていると
思います。経営の責任は私にありますが、社員
が自主的に業務を工夫することで、自分も会社
も成長する手ごたえを感じられる会社にしたい
と思っています。

多和 正博 代表取締役社長
株式会社 昭和電業社
昭和７年創業の地域密着型の車の電気系統の診断・修理・
取付・販売会社。株式会社デンソーのサービス店としてハ
イブリッド車など、高度に電子システム化された車両の故
障診断や修理にも対応可能。
本社：京都府京都市　　社員：約45名 (2024年現在)

社員同士が改善活動を話し合うアクティブミーティング
その他の企業事例はがんと働く応援団の
ホームページでご確認いただけます。▶

社員の自主性と成長を育む健康経営

株式会社 旭広告社   両立支援の取り組みについて 社長インタビュー

●御社は創立85年目を迎えられましたが、昔から
　社員のワークライフバランスに関心が高い企業
　だったのでしょうか。

昔からこうだったわけではありません。残業し
ながら無理やりある程度まで詰め込むことが、
成長やスキルの獲得につながると考えられてい
た時期もありました。しかし、10年ほど前か
らそれは違うのではないか、残業よりも効率の
よい働き方ができないかと方法を模索するよう
になりました。
その一つとして、部門別採算制を取り入れ、時
間をコストと考え、それぞれの社員が業務に費
やした時間を社内で可視化する仕組みを作り上
げました。例えば200万円の受注をしてきて
も、それにかける時間次第で時間当り利益が変
わってきます。各自が目標達成のために、どう
やって時間の無駄を減らすかの知恵を絞るよう
になりました。そのような取組により、2015
年にはよこはまグッドバランス企業認定、
2019年には横浜健康経営認証を取得しまし
た。

●「よこはまグッドバランス企業認定」「横浜健康経
　営認証」取得のきっかけはどのようなものだった
　のでしょうか。

働き方改革や健康経営を進めていくうえで、ど
ういった点を改善あるいは取り組むかという検

グ大会を企画しました。好評を
博して今年は第２弾でチーム対
抗戦を開催しています。

「17時間プロジェクト」では、
イベントなど、希望するプロ
ジェクトに月17時間まで参加
することができ、部署を超えて
実践的に新たな業務を学べるこ
とから、特に若い社員の参加が
目立っています。

●スポーツのほかに健康経営としてされていること
　はありますか。

当社は、定期健診の他に生活習慣病健診の費用
負担、さらに、オプションのがん検診の費用を
負担しています。男性は45歳以上の方にPSA
検査、女性は40歳以上の方に毎年乳がん検
診、さらに年齢にかかわらず子宮頸がん検診を
受診してもらっています。協会けんぽからの指
摘がある社員などには総務から個別にフォロー
もしています。

●実際に柔軟な働き方が必要な社員にはどう対応し
　ていらっしゃいますか？ 

社員に何かあれば総務が相談を受けており、総
務から私に相談を入れてもらっています。例え
ば人工透析をしなければいけなくなった社員に
は、出社時間の調整をしました。それに合わせ
て時短勤務など就業規則にも変更を加えまし
た。中小企業なので柔軟な対応はしやすいです
が、あまり就業規則とかけ離れてしまうと、不
公平感がでてしまいます。そのため実態に合わ
せて就業規則を少しずつ修正しています。

討項目は多岐にわたります。項目や基準を独自
に考えるより、行政の考えた項目を実施してい
くほうが早く、合理的と考えました。また、よ
こはまグッドバランス企業認定や横浜健康経営
認証を取得すると、横浜市の公共調達で優遇さ
れる面などのメリットも魅力的でした＊。当社
も最初から全てができていたわけではなく、応
募の段階ではかかとをあげて挑戦していた面は
あります。失敗してもいいから始めてみようと
いう気持ちでチャレンジしました。

●働き方が変わって感じた変化はありますか？ 

「10％ルール」「17時間プロジェクト」という
ものを始めました。

「10％ルール」とは社員からの提案により、新
たな学びや発想が生まれる場として、就業時間
の10％を使って自主的に活動をしてもらうと
いうものです。制作の社員が講師となりイラス
トレーター（デザインアプリ）の使い方を教え
たり、最新の経済報告を動画で一緒に学び合っ
たり、電柱広告の新たな形を模索したりなど、
自 分 の 興 味 を
持ったことに取
り組みながら、
横の繋がりも広
が っ て い き ま
す。SDGs研究
のグループは、
SDGsのゴール
３「すべての人に
健康と福祉を」
に着目し、アプ
リを使って社員
対抗ウォーキン

また最近、男性職員が初めてパパ育休を取得し
ました。若い社員の女性比率も高まっており、
これから出産・育児というライフイベントも増
える可能性があります。今は複雑な仕事になる
と、できる人材が限られるものもあります。お
互いフォローしあえるよう、社員のマルチスキ
ル化を進めたいと思っています。

●最後に、社長の経営方針についてお聞かせください。

私たちの経営理念に「全社員の物心両面の幸福
を追求する」というものがあります。「物」と
は給与その他福利厚生のことですが、「心」と
は、働きがいや自分の成長、そして安心、安全
だと考えています。私は、自主的に考えて行動
することは成長につながり、成長は働きがいに
つながると信じています。特に、私たちのビジ
ネスである広告は、地域社会やお客様を元気に
し、発展させる仕事です。そのためにも社員が
創意工夫をし、学び成長することで、提案の質
を上げていきたいと考えています。

中谷 忠宏 代表取締役社長
昭和13年創立の地域密着型の総合広告会社。電柱広告、
交通広告、Web広告、マスメディア、イベント企画・運
営などを総合的に提案し広告主の想いを形に。
本社：神奈川県横浜市　社員：約80名（2023年現在）
横浜健康経営認証・よこはまグッドバランス企業認定取得企業

＊横浜健康経営認証やよこはまグッドバランス企業認
　定のメリットなどについてはP.25を参照。
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経営者の対応 早期発見・早期治療を応援

今からできるアクション

早期発見には、がん検診！

要精密検査は無視させない！

がん防災、入り口は「検診」から 「早期発見→治療」を全社員に徹底

「受診すれば確実にがんによる死亡率が下がる」という検診を国が５つ定め、受診を推奨しています。
例えば大腸がんの便潜血検査を行うと、大腸がんの死亡が60%減る（２）と言われています。

１．検診受診推奨
がん検診を受けない最大の理由は「受ける時間がないから（1）」
です。
年１回の検診受診のための時間確保を支援する体制を整えま
しょう。受診状況の把握や、要精密検査の受診勧奨も重要です。

２．正しいがん知識の共有
非受診理由に「健康状態に自信があり、必要性を感じない」が
上位にあります（1）。また「怖いから受けたくない」という人も。
正しい知識でがんに備える社員を増やしましょう。

国が推奨する５つのがん検診
がん種 主な検査手法 対象者 頻度

胃がん検診 内視鏡またはバリウム 50歳以上 ２年に１回

大腸がん検診 便潜血検査 40歳以上 年１回

肺がん検診 レントゲンなど 40歳以上 年１回

乳がん検診  マンモグラフィ 40歳以上 ２年に１回

子宮頸がん検診 細胞診 20歳以上 ２年に１回

出典（１）：院内がん登録生存率集計結果閲覧システム（2014‐2015年診断例のネットサバイバル率の小数点以下を四捨五入）
出典（２）: 国立研究開発法人 国立がん研究センター（1日法による検診を毎年受診した場合） 出典（１）：内閣府大臣官房政府広報室「がん対策に関する世論調査（2016年）」

＊

早期の発見により命が救われる可能性が高まるだけでなく、
治療費負担も軽減され、早期の復職の可能性も高まります。

「要精密検査」を受けずに、がんが進行してしまうことがあります。
仕事が忙しいを言い訳にせず、検査を受けてもらうようリマインダーなどで仕組み化をしましょう。

早期発見のメリット 要精密検査を放置していたら…（実話）

生存率

治療費

協会けんぽの「生活習慣病予
防検診」ではこの５つのがん
検診の費用補助があります。
また、社員が住んでいる自治
体でもがん検診を受診できま
す。

一般的な健康診断とがん検
診の内容は異なることがあ
ります。違いを意識して取
り組むことが大切です。

早期復職

UP

UP

DOWN

俺も痔だから

いつも便潜血検査

ひっかかるよ そっかー！

大腸がん
ですね。

もう少し早く
見つけられたら
負担の少ない
治療だったかも…

二次検診に行っておけばよかった…

抗がん剤
治療

あのとき… 

手術

と悔やんでも

産業医 武藤先生

0

20

40

60

80

100
（%） 92%

82%

99% 95%

6%
18%

8%

40% 

26%

胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん 子宮頸がん

がんの進行度（ステージ）と5年生存率の関係（1）
進行がん（ステージⅣ）早期がん（ステージⅠ）

５
年
生
存
率

93%

＊ バリウム検査は40歳以上、年１回の実施も可
＊＊ 2024年4月からHPV検査単独法も可能

＊＊
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社員

企業

「がんショック」で正常な判断が困難に

企業の適切な対応によって、がんのような継続的な治療と仕事
の両立を上手に実現し活躍する社員は数多くいます。通常業務
に戻る社員もいれば、配置転換で新たな付加価値を見いだす社
員もいます。

がんに限らず、私傷病で治療が長引く方が利用できる制度と企
業としての対応方針を予め整理しておくことで、上手に社員の
力を活用できるようになります。

がんを100%防ぐことはできません。昨日まで健康に見えた
方が突然がんを告知されることがあります。このとき多くの方
は、生死に対する不安や怒り、悲しみなどに襲われ気分が不安
定になります。これを「がんショック」と呼びます。

そうした中でも多くの役割を担う現役世代は、さまざまなこと
の対応策を考え、決断し、行動していかなければなりません。

がんショックで誤った大きな決断をしてしまうこともありま
す。びっくり退職（P.5）はその一例です。本人の希望と異なる
判断や行動をしてしまうことがあります。

それと同時に、社員の退職を防ぎたい企業側も、がんや、治療
と仕事の両立支援について正しい知識がない担当者だとがん
ショックを受け、適切な対応ができない場合もあります。

柔軟な準備と対応が社員の力に

社会保険労務士
一ノ瀬史子先生

「病名」を企業に伝えるかど
うかは個人の判断です。万が
一、病名がわからなくても本
人ができること、できないこ
とを聞き取ることで対応が可
能です。

現役世代のがんの悩みは多方面

判断力を奪う不安の波

相談を受ける人も「がんショック」のリスク

就労継続のカギは「適切な応対力」

病気を機に新たな活躍をする社員も

がんの治療中の方の、３割
から５割近くが、うつや適
応障害になっているという
報告もあります。
このような状況下では正常
な判断能力を回復するのに
時間を要する場合もありま
す。

死の不安

親への伝え方

治療の不安

子育ての不安

仕事の不安
収入の不安

手術で体力がなくなってし
まった社員に営業職から
Web 制作に移ってもらっ
た。
SNS を上手に活用して今
の時代に合った広報を展開
してくれた。

抗がん剤の副作用で手がし
びれ、パソコンが使えなく
なった社員。パソコン以外
の業務を彼女に集約したと
ころ、他のメンバーも自分
の業務に集中できるように
なって相乗効果に。

使える制度や保障、相談先は
〇〇さんに聞いてほしい❸

両立をじっくり応援するので
あわてずに❷

伝えてくれてありがとう❶

企業として適切な対応をす
るために、「治療」「おかね」

「仕事」に関する 3 つの不
安を理解し備えましょう。

どうしよう、
どう対応したら
いいのかしら？

どこまで
きいていい
のかしら？

えっ？

に
なりました
がん

社員

企業

次頁へ!

産業医 武藤先生

がん専門医 押川先生
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事前準備 いざという時の情報源や取り扱い

経営者の対応 柔軟な体制を

がん情報サービス
国立がん研究センターが運営する公式サイトは、
がんに関するあらゆる「確かな」情
報が掲載されています。病院検索も
可能。

標準治療
臨床試験などを通して、効果と副作用の両
方から最適と検証された治療。ただし、画
一的な治療ではなく、本人の状態や希望な
どを考慮して調整もされます。また最新の
研究結果に基づき更新もされます。一方で、
自由診療には悪質なもの（効果がない・検
証されていないのに高額な医療費を請求）
があるので注意。

診断書や意見書、ストレスチェック、健康診断結果などは「要配慮個人情報」であり
秘密保持義務を違反した場合、個人情報保護法の罰金対象科目です。
取扱いのルールがない場合は担当者、または社会保険労務士に作成を依頼しましょう。

がん相談支援センター
どなたでも無料・匿名で利用できるがんに関す
る無料の相談窓口。「がん診療連携拠点病院」な
どにあり、全国400か所以上に設置。

セカンドオピニオン
治療に悩む場合はセカンドオピニオンを積
極的に利用しましょう。主治医に引け目を
感じる方がいますが、多くの場合、心配は
いりません。また、セカンドオピニオン先
に悩む場合は、主治医や、がん相談支援セ
ンターに相談できます。

最近では民間の保険などのサービスでセカ
ンドオピニオンや病院選びの支援を行って
いるケースもありますので、社員や自社の
保険を確認してみても良いでしょう。

治療の不安—先が見えないストレス

１．正しい情報源や相談先の把握

2．個人情報の取扱い規程をチェック

社員の不安  「わからない」ことの連続

がん治療は、「比較的長くかかること」と、効果を見極めなが
ら次の治療を選択するため、「見通しが立ちづらい場合がある
こと」が特徴です。

●治療がうまくいくのか
●治療期間は？
●副作用や後遺症はどの程度か？
●この治療／病院でいいのだろうか？
●正しい情報はどこでみつかるのか

がんの病状、治療、その副作用は１人１人異なります。企業側
が、決めつけや思い込みで対応策を決めるのは避けましょう。

がんの治療は長くつづくも
のなので、本人が大切にし
ていることを主治医に伝え
ることは大変重要です。

キャリアコンサルタント
石川邦子先生

治療の進み具合は人によって
異なります。本人も手探りの
中、日々の体調など聴いても
らえることが何よりの安心感
につながるでしょう。

がん専門医 押川先生

がん患者が抱える不安

他人のがんの事例をあてはめて考えてはいけない！

ネット検索の情報に
左右されやすい

個人差が大きい

参考資料：事業所における労働者の健康情報等の取扱い規程を策定するための手引き 000497426.pdf (mhlw.go.jp)

標準治療でも、本人の状況
次第で治療方針を調整でき
る場合があります。就労継
続に関わる要望や懸念があ
れば、しっかり主治医に伝
えましょう。

また見通しが立ちづらい治療でもありますので、
あわてず、あせらず、あきらめず の姿勢でしっかり本
人の状況を聴く体制を持つことが重要です。

うちの叔父は手術後
一気に体力が衰えた。
きっと、 もう仕事は
無理ではないか？

社員企業

術後は１週間で
仕事復帰できる
だろうと主治医
に言われたのに。

えっ？

治療に専念
してください

もっと知って安心
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治療費

住宅ローン・学費 治療費以外の
出費

収入減

経営者の対応 制度の活用の後押しを

事前準備 社内外のおかねの制度の把握社員の不安 想定外の出費もあり負担感は大きく

がん制度ドック

がん治療時に患者や家族が利用できる「公
的支援制度」や「民間の支援サービス」を
簡単に検索できる「がん制度ドック」を提
供しています。制度一覧もあるので、制度
の棚卸しに便利です。

収入補償や医療補償を行う保険
共済会や民間の保険会社が、社員の収入保
障や医療保障を行う保険を用意しているこ
とがあります。

最近では業務上のケガだけでなく私傷病も
対象にした保険も増えています。また働き
ながら治療を継続する場合に備えた、通院
時の補償するタイプもでています。

１．社員が利用できる保障制度を確認

2．公的制度を整理

がんになると、治療費をまかなう必要はある一方で、収入も減
少する可能性があります。そんな中、住宅ローンや学費の負
担、さらに治療内容によってタクシーを利用したり、ウィッグ
を購入したりと治療費以外の出費もかさみ負担感が大きくなり
ます。

共済会、労働組合、民間の保険など、いざとい
うときに使えるものが何かを確認しましょう。

社員が私傷病で使える制度を自力ですべて把握するのは困難で
す。就業規則だけではなく、公的医療保険の制度に加え、健康
保険組合、共済会、福利厚生、企業保険などで使える制度をま
とめて伝えることで、負担感を大幅に減らせます。
また傷病手当金など利用時に注意が必要な制度も整理しましょ
う。

治療の進歩により、進行し
たがんでも長期にわたって
治療継続できる人も増えま
した。しかし同時に医療費
の高額化による経済的負担
も新たな課題となっていま
す。

各種手続きを社員や家族だけ
で漏れなくおこなうのは難し
いです。
申請業務を漏れなくおこなえ
るフローを整えておくことで
社員や家族の信頼度が上がり
ます。

傷病手当金を知らずに退職さ
れた人は約４割もいるといわ
れます（1）。必要な時に伝えら
れるようにしておきましょう。

がん専門医 押川先生

がん患者が抱える出費とは

もっと知って安心

おかねの不安—収入は減るのに支出は増える

高額療養費制度と限度額適用申請
治療費が高額になったとき一定金額以上が返金
される制度です。協会けんぽ、健康保険組合な
どのホームページを確認しましょう。組合によっ
てはさらに付加給付で保障が充実していること
も。（問合せ先：国保・健康保険組合など）

傷病手当金制度
病気休暇中の収入を約 2/3 補填する公的医療制
度です。休職が長引く社員には必須の制度です。 

（問合せ先：協会けんぽ、健康保険組合など）

障害年金または障がい者手帳
障害年金は、身体機能に関する障がいのある方
だけでなく、がんやその治療の副作用で仕事が
制限されたり介助が必要な内部障がいでも対象
になります。
また給与が支払われていても支給の対象になる
場合があります。障がいによっては、障がい者
手帳の対象者になる可能性もあります。（問合せ
先：社労士、ソーシャルワーカー、社会福祉事
務所）

出典（１）：東京都がん医療等に係る実態調査結果（2014年）

病院で会計の時に
認定証を出すだけ

限度額
適用認定証を
出してください

助かるなあ

うちの会社の
就業規則は
どこに
あるのかな？

（社員・一般向け「がん防災マニュアル」P.12 参照）

社会保険労務士
一ノ瀬先生

社会保険労務士
一ノ瀬先生

（NPO法人 がんと暮らしを考える会）
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経営者の対応 「病気＝退職ではない」の意思表示 

事前準備 日頃から両立支援（制度・姿勢）を周知

両立のための制度
必ずしも、制度ありきではありませんが、治療と仕事の両立を支える制度があると安心です。
以下「Ⅰ」「Ⅱ」を二本柱として可能なものから検討してみましょう。

①時間単位の有給休暇
②時短制度
③時差出勤制度
④在宅勤務（リモートワークなど）制度

⑤治療目的の休暇・休職制度
　（私傷病休暇制度など）
⑥失効年次有給休暇の積立制度
⑦試し（慣らし）出勤制度

１．社内の連携や分担を確認

１．「安心を増やす」声掛けを 2．仕事は「ゼロ/100」ではない

3．社員に両立支援（制度・姿勢）を周知

4．社外リソースの確認

役員、人事、労務、産業保健スタッフなど
職場の関係者に両立支援に取り組むことを
意思表示し、役割分担を確認します。

心的負担の大きいのが病気の相談。そこで、経
営者が治療に理解を示し、継続就労を応援する
むねを伝えられれば、社員の不安を和らげられ
ます。
会社として病気＝退職ではなく、両立を応援す
る用意があることを日ごろから示しましょう。

キャリアコンサルタント  石川先生

「みんなで応援しているよ」と
の社長の一言で、「頑張れた」
という社員も。経営者が周囲を
巻き込んでくれることほど心強
いことはないでしょう。

がんを告知されたときに、どの程度休職できる
かを知っている社員は 30％以下という調査結
果があります（1）。周知不足ではいざという時に

適切に利用できないことになります。また、が
ん種や治療内容、副作用・後遺症によって不安
要素はさまざまです。

職場復帰、継続就労を阻むものは、本人や企業
側が「仕事はゼロか100しかない」という思
い込みです。一時的にパフォーマンスが落ちて
も、就労継続により、スキルも維持・改善され
ます。
勤務時間、業務内容、配置換えなど工夫し、６
割、７割のパフォーマンス期を乗り越える発想
力がカギです。

出典（１）：東京都がん医療等に係る実態調査結果（2019 年）

仕事の不安—両立が認められるかわからない

社員の不安 両立の不安要素はさまざま

休職の不安
がんとはまだ知られたくない。それでも手術と
抗がん剤治療が必要。
うちの会社は休職ができるのか？

両立の不安
放射線治療は、毎日 1、2 時間の通院が 1 カ
月必要。有給休暇を使うと足りなくなってしま
う。他の制度はないのだろうか。

復職の不安
入院と手術で体力が落ちているが、復職したら
すぐ 100％を求められるのだろうか。できな
いと解雇されはしないか。

周囲の理解の不安
乳がん治療の後遺症でリンパ浮腫に。手足が腫
れてしまうので、重たい物を持つことは避けた
いけど上司や同僚の理解が得られるだろうか。

多くの場合、まずは職場に対する
「初動」で悩みます。「相談窓口」
（人事、総務、社長など）を明確に。
社員が一人で抱え込まないように
しましょう。

2．職場における相談窓口／実務担当者を決定 こんな人が向いている！

❶社員が安心して話ができる人
❷守秘義務が守れる人
❸外部の人とも話せる人

❹話を聞くスキルがある人
❺適度におせっかいな人
❻スキルアップに前向きな人

Ⅰ 柔軟な働き方を支える制度 Ⅱ 休職・復職を支える制度

助成金を活用できるものもあります。

もっと知って安心

体制を作っても、周知されていないと、いざという時に活用されないものです。
日頃から社員への周知を心がけましょう。

産業保健総合支援センターなど外部の相談先（P.24 参照）をあらかじめ確認しましょう。

社会保険労務士
一ノ瀬先生
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内科学、産業衛生学、環境社会疫学が専門。国
立がん研究センター客員研究員（兼任）・厚生労
働省の両立支援研究班の一員（研究分担者）と
して、がん治療と仕事の両立支援の推進にむけ
た実装研究に取組んできた。米国ハーバード大
学でリサーチフェロー（日本医師会武見国際フェ
ロー）として国内外のシステムを調査し、帰国
後、千葉大学予防医学センター特任助教、2018
年より現職。総合内科専門医・社会医学系指導
医（産業衛生専門医）。

武藤 剛 先生
北里大学病院総合診療科・トータルサポートセンター　
就労支援専門外来医師
北里大学医学部衛生学 講師

早めのご相談が就労継続の要
向けた手順があることは、診断書を社員が提出
し病休に入る段階で、社員に伝えましょう。ど
の程度の休みになるか、復職の手順や復職後の
両立で、どのような時短・時差出勤が必要にな
りそうか、早い段階から産業医と連携し、情報
共有しておくと、その社員が職場で復職後、ど
のように活躍できそうか、中長期的な視点をも
つことができます。

産業医の役割と上手な活用
　企業側の悩みとしては、病気になった社員と
その他の社員に対する「公平性」と「配慮」の
適切なバランスは何かということがあると思い
ます。産業医は複数の企業を見ているので、時
代の流れにあった「バランス」を理解しながら、
それぞれの職場と社員の実状を踏まえてアドバ
イスすることができます。

　経営者の皆さまには、顧問弁護士や顧問税理
士に法律や税務を相談するように、産業医を活
用してください。困ってからの相談ではなく、
平時から従業員の体調管理について定期的に報
告、相談することは早期対応につながります。
社員数がそれほど多くない場合は、毎月誕生月
に社員全員が１人5～10分程度の産業医面談
を設定し、全員面談によって産業医と社員が直
接話せる環境を作っている会社もあります。両
立支援は、平時からの準備と早期からの対応で、
現場と本人に無理のない両立・復職プランを構
築し、職場の安定や人材確保を図ることが可能
になります。産業医は働く社員の健康を守る、
会社全体の主治医のような存在です。そのため、
経営者や社員が相談しやすい産業医が理想で
す。これから就職活動をする若い新卒世代は、

「もっと早く相談すればよかった」
　私が経営者からよくいただく感想です。

　皆さんは産業医をどのように活用されていま
すか？ 法律で定められているからとりあえず
選任、メンタル不調の社員で困ったら相談、と
捉えている方が多いのではないでしょうか。私
は、経営者や人事との定期面談で必ず「診断書
を提出して休んでいる社員はいませんか」「顔
色がすぐれず、休みが増えてきた社員はいませ
んか」と伺うようにしています。社員の私傷病
は社員個人の自己責任で、産業医の管轄外と思
われている企業担当者が多いのですが、そんな
ことはありません。産業医の役割は「企業と社
員に寄り添って、医師や予防医学の視点から最

適な職場環境作りをサポー
トすること」だと思ってい
ます。

　がんなど治療が長く続く
疾病は、復職後もメンタル
やフィジカルの支援が必要
です。企業側も社員側も

「働いてほしい / 働きたい」
というベクトルは同じなの
に、つい退院＝完治ですぐ
出社できる、職場復帰＝
100％体調回復だと思い
込み、治療期間中の心身の
体調の変化を超えて、過剰
な期待をしてしまうことが
あります。会社に両立支援
のマインドがあり、復職に

自分の能力をいかすとともに働きやすくきめ細
やかな配慮のある職場を望む傾向があります。
今の時代、上手な産業医活用も人材獲得のア
ピールになるでしょう。

産業医がいない場合には
　産業看護職や両立支援コーディネーター等を
活用した適切な両立支援は可能です。その場合
は厚生労働省が用意している両立支援のガイド
ラインにそって主治医の意見書や両立支援プラ
ンを活用しましょう。また、47 都道府県にあ
る産業保健総合支援センターや地域産業保健セ
ンターで、両立支援に関して相談できます。昨
今は、がん拠点病院や大学病院を中心に、患者
の両立支援について相談する部門を院内に設置
するところも増えてきました。さまざまな地域
のリソースを活用することで、大切な社員を職
場全体で支え、事業の発展をめざすことができ
ます。

産業医面談で、普段から何でも話せる関係をつくる。

武藤先生のインタビューはこちらにも▶
「もしも社員ががんの診断を受けたら」
AIG［ここから変える。］産業医面談で、普段から何でも話せる関係をつくる。

産業医は企業全体の主治医 ～いきいきとした職場の 健康と持続可能な働き方を守る身近なパートナー～

武藤先生の他の記事はこちら▶
（がんと働く応援団のホームページ） 産業医面談で、普段から何でも話せる関係をつくる。
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両立支援のステップ

4

経営者の意思表示から始まります

3

2

1

社員への周知
研修などを通して、社員が適切にがんに備え、いざなったときに会社に相談できる
環境を整備。また日頃のコミュニケーションでお互いが支えあう風土を醸成。

3つの不安への理解と対応 （P.14～19）

がん検診の推進 （P.10～11）

早期発見は「がん防災」の第一歩。社員への声かけ、時間の確保など。

経営者による意思表示 

社員の健康が重要であること、
病気やケガによる治療と仕事の両立を支援する方針を明確に。

●治療への不安 柔軟な体制を　
●おかねへの不安 制度の活用の後押しを
●仕事への不安 相談窓口の設置

中村 厚志氏
社会保険労務士
健康経営エキスパートアドバイザー

<申請項目＊>
1.産業医・主治医と連携した復職の支援体

制・計画
2.相談窓口の設置や支援体制の構築
3.円滑な復職のための勤務制度
4.病気休職制度
5.両立支援に関する相談体制や対応手順

とその周知
6.本人の状況を踏まえた働き方の策定
7.治療に配慮した休暇制度や勤務制度
8.上司への両立支援の教育・定期面談等
9.治療費の補助や休業補償の支給
10.両立に向けた定期的な面談・助言
（要約した表現にしております）

つまり本冊子の「がん防災」を実施するこ
とで、これら 2 要件の多くの項目を満た
すことが可能になるのです。
中小企業であれば、まずは「できるところ
から」取り組んでいき、徐々に取得を目指
すのも良いでしょう。
またよりいっそう企業ブランドの向上や、
人材獲得を図るために上位500社からな
るブライト500を目指す場合、これらの
条件を１つ１つ積み重ねていって上位を狙
うことになります。
ぜひこの機会に、がん防災で健康経営の戦
略的活用を検討してみてはいかがでしょう
か。

2016年度に「健康経営優良法人認定制
度」が創設されて以来、認定企業数は年々
増加し、中小企業部門では2023年時点で
約14,000社が認定を受けています。従
業員の確保、活力向上、生産性の向上など
の観点から健康経営の必要性が広く認識さ
れてきていると同時に、企業が重要な経営
課題として取り組むことが当たり前になる
日も遠くないでしょう。
では、この健康経営のなかで「仕事と治療
の両立支援」はどのように位置づけられて
いるでしょうか？
認定要件の項目「健康経営の実践に向けた
土台づくり」に、4要件が定められています。
そのうち１つが「ヘルスリテラシーの向上」
という要件です。ここでは管理職、従業員
への健康をテーマとした研修の実施や健康
に関する情報提供が加点されます。
もう 1 つが、「仕事と治療の両立支援」と
いう要件です。2024 年度の加点 12 項
目のうち下記の 10 項目ががん防災でも
ご紹介している項目です。

「健康経営」とは、従業員等の健康管
理を経営的な視点で考え、戦略的に実
践することです。 企業理念に基づき、
従業員等への健康投資を行うことは、
従業員の活力向上や生産性の向上等の
組織の活性化をもたらし、結果的に業
績向上や株価向上につながると期待さ
れます。　　　　（経済産業省のHPより）

＊詳細は健康経営優良法人（中小規模法人部門）
認定申請書をご参考ください。

経営課題としての健康経営と両立支援
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※本プロセスの詳細は厚生労
働省の「治療と仕事の両立支
援ナビ」サイトをご参照くだ
さい。

両立支援プランと主治医の意見書

両立支援プラン・職場復帰プラン作成の流れ

社員と企業がともに働き方を考える「両立支援プラン」を作成
しましょう。プランにより、スムーズな職場復帰・両立が可能
になります。

その際に、 “主治医の意見書” を活用することで「必要となる
合理的配慮は何か」、「職場で何をさせてよくて、何を控えたほ
うがいいのか」を理解し、安全配慮義務違反のリスクを下げな
がら社員の治療と仕事の両立支援を行えます。

“主治医の意見書” は、2018年4月より診療報酬対象行為と
して全国どこの病院でも作成依頼ができます。

「勤務情報提供書」は企業と本人が作成します。
主治医から適切な意見をもらうために重要な書
類となります。作成方法が不明の場合は、近く
の産業保健センターにご相談を（P.24）。

もしくは職場のキャリアコンサルタント、両立
支援コーディネーター、社会保険労務士も作成
時の強い味方です。

（一社）がんと働く応援団でも作成をご支援して
います。

職場が復職の可否判断。
産業医、産業保健スタッフ等
の意見をもとに、本人の希望
も採り入れながら復帰後の就
労プランを作成。

企業・本人・産業医等

両立支援プラン
職場復帰プラン3

病状、治療計画、就労上の措
置に関する意見等、患者の就
労と療養の両立に必要な情報
を医師から提供。

病院（主治医）

診断書兼意見書2

● 職場環境
● 業務内容
● 使える制度等の情報
を職場とまとめて、
主治医に提供。

本人＆企業

勤務情報提供書1

相談先と情報源

両立支援をする際に必要な手順・様式・情報などが
わかりやすくまとめられています。

「産業保健総合支援センター」（通称「さんぽセンター」）の
支援内容、企業の事例、わかりやすい啓発資料などが
掲載されています。

患者の視点にたったQ&Aで、事例が豊富です。
さまざまな配慮のヒントにもなります。

がんに限らず、治療と仕事の両立支援のポイントを
企業側の目線でマンガを使ってわかりやすく解説。

「事業場における治療と仕事の
 両立支援のためのガイドライン」

さんぽセンター Webひろば

「がんと仕事のQ&A」

「中小企業における 
 治療と仕事の両立支援のススメ」

（厚生労働省）

（国立がん研究センター がん情報サービス）

（これからの治療と就業生活の両立支援を考える研究会）

全国 47の都道府県に設置されています。治療と仕事の両立に向けて、
事業主からの相談、個別訪問支援、個別調整支援などさまざまな支援
を行っています。

相談したいとき

全国共通の番号で、最寄りの産業保健総合支援センターにつながります。

全国統一ダイヤル 0570-038046
サンポヲシロウ

ナビダイヤル

産業保健総合支援センター（さんぽセンター） ◀さんぽセンター
　全国47カ所一覧

情報を確認したいとき
■募集期間　6 月中旬～９月下旬
■認証を受けることのメリット
○認証マークの使用や、横浜市による認証企業のPR
○保健師・栄養士・歯科衛生士等による訪問や相談対応
○ ICTを活用した禁煙チャレンジに対する補助
○一部の横浜市公共調達での優遇
○横浜市中小企業融資制度での金利優遇・
　保証料助成　等

■募集期間　横浜市 WEB にてご確認ください
■認証を受けることのメリット
○認定ロゴマークの使用や、横浜市による認定企業

の PR
○女性活躍やワーク・ライフ・バランスに関するセミ

ナー開催などの情報提供
○一部の横浜市公共調達での優遇
○横浜市中小企業融資制度での
　金利優遇・保証料助成　等

横浜市内企業等を対象とした認証・認定制度

市内企業を対象として、健康経営やメンタルヘルスに関する情報を提供する身近な施設です。
無料セミナーなどを実施しています。ぜひご活用ください。

健康経営支援拠点

新横浜ウエルネスセンター
（運営：バイオコミュニケーションズ株式会社）https://www.shinyoko-wellness.com/

LINKAI横浜金沢ウエルネスセンター
（運営：公益財団法人 神奈川県予防医学協会）https://www.yobouigaku-kanagawa.or.jp/linkai/

横浜駅ウエルネスセンター
（運営：株式会社ウエルアップ）https://wellup.jp/ywc/

健康経営や、誰もが働きやすい職場づくりに取り組む企業としてのＰＲは
企業のイメージアップや人材確保に寄与します。

横浜健康経営認証 よこはまグッドバランス企業認定
健康経営に取り組む横浜市内の企業等を認証 女性の活躍やワーク・ライフ・バランスの推進

に取り組む横浜市内の企業等を認定

キャリアコンサルタントから一言

がん検診の受診勧奨、費用補助、社員の健康管理、治療
と仕事の両立支援などは、上記認証・認定の際の評価項目
です。ぜひ横浜市の企業認証にご応募ください！
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1995 年宮崎大学医学部卒。国立がんセンター東
病院消化器内視鏡部研修医を経て、2002 年より
宮崎大学附属病院第一内科にて消化器がん抗が
ん剤治療部門を立ち上げる。よりよい生活を続
けるために、事前の準備により被害を最小にし
生活を復興させる「がん防災」という考え方を
提唱している。

押川 勝太郎 先生
宮崎善仁会病院
腫瘍内科医
NPO法人宮崎がん共同勉強会 
代表理事

がん防災について
動画で詳しく解説しています。

現役がん治療医・押川勝太郎の
がん防災チャンネル→→

YouTube

監 修

●なぜがん検診が必要？
●がんになるリスクは下げられる？
●治療に関する４大誤解って？

がん防災マニュアル シリーズ

２人に１人が

になる時代
だから

！

がん

マニュアル

「がん」は誰にでも突然やってくる災害のようなもの！

がん専門医とがん経験者が
「これだけは防災してほしい」
という情報をまとめた入門書

自分を守る

家族を守る

社員を守る

保存版

https://www.gh-ouendan.com/

編集・発行： 一般社団法人 がんと働く応援団
監修： 腫瘍内科医  押川勝太郎 先生 社員向け

一般向け

がんになる前から、家族で知って
備えておきたいお役立ち情報がぎっしり。
わかりやすい保存版マニュアル。

累計発行部数
40万部超!

一家に一冊

お申し込み

社員向けセミナーもあります！

©2023 一般社団法人がんと働く応援団， All rights reserved.

経営者のためのがん防災マニュアル

発行者： 一般社団法人がんと働く応援団　〒243-0018 神奈川県厚木市中町4-14-1　サクセス本厚木ビル6 階
 ウェブサイト  https://www.gh-ouendan.com/
監　修： 押川勝太郎（宮崎善仁会病院　腫瘍内科医）
 武藤 剛（日本産業衛生学会専門医　北里大学病院総合診療科　就労支援専門外来医師）
 一ノ瀬史子 （社会保険労務士）
編　集： 一般社団法人がんと働く応援団　野北まどか、吉田ゆり、芝原有可子、山内朱樹子
校　正：青木和子（ことのわ）　　デザイン：望月ミサ（White Space）

「治療と仕事の両立支援」を一緒に広げるパートナーを募集しています。
ご興味ある方はお気軽に、info@gh-ouendan.comへお問い合わせください。

中小企業版

がんと働く応援団（GHO）は
「がん治療と仕事の両立」が当たり前にできる社会を目指し、

企業の担当者・罹患者双方を支援する団体です。

がんに負けない組織・人を増やす

GHO認定講師による、管理者・人
事・相談窓口担当者向けの実践的
プログラム。制度やツール、そし
て相談支援方法をアクティブラーニ
ング形式で提供。

両立支援セミナー・講習
GHO認定キャリアカウンセラーが
がんを経験された方のキャリアを、
支援休職、復職準備、その後のキャ
リア形成について伴走支援。
GHO認定キャリアカウンセラー企業
の外部相談窓口として連携も可能。

オンライン個別相談（無料）

治療と仕事の両立に関するアンケートへのご協力をお願いいたします。

詳しくはこちら 詳しくはこちら

管理職・人事向け
     相談対応力をつける
 

研修

治療と仕事の
両立

がんからはじめる

企業人として
  活躍し続けるための

罹患者支援
り　かん

発　行：2024 年 7 月 1 日 中小企業版　第三版　第１刷（初版 2023 年 6 月 26 日）

●なぜがん検診が必要？
●がんになるリスクは下げられる？
●治療に関する４大誤解って？

がんになるまえから、
知って備えておきたいお役立ち情報がぎっしり。
わかりやすい保存版マニュアル。

累計発行部数
30万部超!
一家に一冊

お申し込み

両立支援プランと主治医の意見書
両立支援プラン・職場復帰プラン作成の流れ
社員と企業がともに働き方を考える「両立支援プラン」を作成し
ましょう。プランにより、スムーズな職場復帰・両立が可能にな
ります。
その際に、 “主治医の意見書” を活用することで「必要となる合
理的配慮は何か」、「職場で何をさせてよくて、何を控えたほうが
いいのか」を理解し、安全配慮義務違反のリスクを下げながら社
員の治療と仕事の両立支援を行えます。

“主治医の意見書” は、2018年4月より診療報酬対象行為とし
て全国どこの病院でも作成依頼ができます。

※本プロセスの詳細は厚生労働
省の「治療と仕事の両立支援ナ
ビ」サイトをご参照ください。

「勤務情報提供書」は企業と本人が作成します。主治
医から適切な意見をもらうために重要な書類となり
ます。作成方法が不明の場合は、近くの産業保健セ
ンターにご相談を（P.24）。

もしくは職場のキャリアコンサルタント、両立支援
コーディネーター、社会保険労務士も作成時の強い
味方です。

（一社）がんと働く応援団でも作成をご支援していま
す。

職場が復職の可否判断。
産業医、産業保健スタッフ等
の意見をもとに、本人の希望
も採り入れながら復帰後の就
労プランを作成。

企業・本人・産業医等

病状、治療計画、就労上の措
置に関する意見等、患者の就
労と療養の両立に必要な情報
を医師から提供。

病院（主治医）

● 職場環境
● 業務内容
● 使える制度等の情報
を職場とまとめて、
主治医に提供。

本人＆企業

両立支援プラン
職場復帰プラン3診断書兼意見書2勤務情報提供書1

「がん治療と仕事の両立」が当たり前にできる
社会を目指して活動している団体です。
  1）キャリアカウンセラーによる両立相談
  2）社員へのがん教育
  3）企業への両立支援　など実績多数

GHO 認定キャリアカウンセラーが
がんと仕事の無料相談にのっています。
一人で悩まず、お気軽にご相談を。

詳しくは：https://gh-ouendan.com/
お問合せ先：info@gh-ouendan.com

がんに負けない組織・人を増やす

話してみませんか、がんのこと

詳しくはこちら

横浜市版

発　行：2024 年 12 月 2 日 中小企業版　横浜市版　第三版　第 1 刷（初版 2023 年 6 月 26 日）
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２人に１人が

になる時代
だから

！

がん

マニュアル

「がん」からはじめる治療と仕事の両立支援

健全な経営のために
「中小企業だからこそ
できるがん対策」を
まとめた入門書

会社を守る

社員を守る

社員の家族を守る

保存版

https://www.gh-ouendan.com/

経営者の
ための

中小企業版

本冊子はより多くの方にがんに備えていただくための情報提供のみを目的
としており、特定の商品やサービス取引の勧誘をしておりません。

横浜市医療局地域医療部　がん・疾病対策課
〒231-0005 横浜市中区本町6-50-10
電話：045-671-2721（直通）
https://www.city.yokohama.lg.jp/


